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03
case 多様な主体の連携事例

岡崎市（愛知県）

将来に向けた水づくりと森づくり
多様な主体で進める水と森の取組

間伐体験を通じて、森の環境や手入れの大切さを熱心に学ぶ子どもたち

水環境

河川水
雨水
水辺

河川水
地下水
飲み水

生活排水
雨水排水

湧水
地下水
森林
公園
ため池

洪水
生活用水
（震災時）
消防水利

河川水
工場排水
地下水

観光
水辺利用
その他

水環境創造プラン

河川 水道 下水 自然 災害 公害 水文化

❶水環境創造プランの策定範囲　❷鳥川ホタルの里でホタル
の保全活動の中心となっている岡崎市ホタル学校　❸ホタル
の保護・育成活動（ゲンジボタルの幼虫の放流）の様子　❹ホ
タル学校で環境学習に取り組む小学生たち

岡崎市水環境創造プランの検討体制

●❸

●❹

然
、
災
害
、
公
害
か
ら
水
文
化
ま
で
の
水

に
関
わ
る
全
て
の
事
項
を
含
み
ま
す
。
以

下
で
は
、
こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
取
組
や

今
後
の
プ
ラ
ン
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

水
と
森
と
ホ
タ
ル
の
取
組

　

森
林
の
多
く
は
、
高
齢
化
に
よ
る
林
業

従
事
者
不
足
な
ど
に
よ
り
必
要
な
森
林
の

手
入
れ
を
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠
な
「
水
」

は
、
森
林
が
も
た
ら
す
恵
み
の
一
つ
で
あ

り
、
森
林
が
適
正
に
管
理
さ
れ
水
源
か
ん

養
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

も
の
で
す
。
そ
の
水
源
か
ん
養
機
能
の
維

持
・
向
上
を
図
る
た
め
、
間
伐
や
積
極
的

な
木
材
利
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
岡
崎
き
こ
り
塾
」
を
結
成
し
、
人
材
育
成

と
活
動
者
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る

ほ
か
、「
森
林
・
林
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
地
域
住
民
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企
業
を
交
え
た
森
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
森
の
恩

恵
に
よ
る
清
ら
か
な
水
辺
に
は
、
市
内
各

所
で
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

旧
額
田
町
の
鳥
川
ホ
タ
ル
の
里
で
、
地
域

ぐ
る
み
で
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
保
全
活
動
を

行
っ
て
い
る
の
が
、「
岡
崎
市
ホ
タ
ル
学

校
」
で
す
。
環
境
教
室
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

ホ
タ
ル
保
護
・
育
成
に
関
す
る
活
動
な
ど

が
、
自
然
や
ホ
タ
ル
へ
の
理
解
や
知
識
の

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

多
様
な
主
体
で
進
め
る
体
制
づ
く
り

　

岡
崎
市
で
は
、「
岡
崎
市
水
環
境
創
造

プ
ラ
ン
」
策
定
の
た
め
に
「
検
討
委
員
会
」、

「
行
政
部
会
」、「
乙
川
部
会
」、「
市
民
懇

談
会
」
を
設
置
し
て
検
討
を
進
め
ま
し

た
。
プ
ラ
ン
策
定
後
は
進
捗
管
理
を
行
う

主
体
と
し
て
、
学
識
経
験
者
、
関
係
団
体
、

公
募
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
岡
崎
市

水
循
環
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
る

こ
と
で
、
よ
り
高
度
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
の
実
現
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 【課　題】	 総合的取組

【主　体】	 岡崎市
【連絡先】	 岡崎市 環境部 環境政策課
　kankyoseisaku@city.okazaki.lg.jp

愛知県

岐阜県

静岡県

●❷

（位置付け）
・市民への情報公開
・市民の意見や要望聴
　取
・市民活動等に関する
　情報収集

（検討内容）
・市民ができること
・市民の目から見たプ
　ランへの意見提示
・市民活動等に関する
　情報提供

市民懇談会（位置付け） ・ 水環境創造プランのとりまとめ
（検討内容） ・ 各検討段階における水環境創造
  プランの検討・承認

検討委員会

（位置付け） ・ 検討委員会に諮る水環境創造プランの事前調整
（検討内容） ・ 関連諸計画との整合
 ・ 関連法整備可能性の検討

行政部会

（位置付け） ・ 乙川を重点河川と位置づけ、国、
  県、市民とともに個別に検討
（検討内容） ・ 乙川流域の水環境創造に関すること

乙川部会

情報公開

意　見

Profile

岡崎市

　

愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
県
内

有
数
の
中
核
都
市
で
あ
る
岡
崎
市
で
は
、

矢
作
川
、
乙
川
の
清
流
が
、
魅
力
あ
る
景

観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

上
流
の
旧
額
田
町
で
は
古
く
か
ら
林
業

が
盛
ん
で
、
下
流
の
旧
岡
崎
市
は
文
化
・

経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し

た
。
２
０
０
６
年
に
そ
の
２
市
町
が
合
併

し
た
こ
と
を
契
機
に
、２
０
０
８
年
に「
岡

崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、

将
来
に
向
け
た
水
環
境
を
創
造
す
る
取
組

が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
里
川
」
の
ま
ち
の
実
現
へ

　

岡
崎
市
は
、
水
を
育
む
山
や
豊
か
な
緑

と
、
そ
こ
に
棲
む
動
植
物
が
豊
か
な
「
里

川
」
の
ま
ち
の
実
現
と
定
着
を
目
指
し
て

い
ま
す
。「
里
川
」
と
は
、「
人
々
に
と
っ

て
の
身
近
な
川
」
を
指
す
新
た
な
言
葉
で

す
。
そ
の
活
動
は
、
河
川
、
上
下
水
道
、
自

上
下
流
交
流
に
よ
る
水
環
境
と
森
林
保
全
の
取
組

●❶
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と
も
に
、
普
及
啓
発
活
動
の
強
化
に
つ
な

げ
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
、
啓
発
、
教
育

に
参
画
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
科
学
的
デ
ー
タ
を
取
得
し
、
分

析
し
て
い
く
こ
と
は
、
事
業
を
実
施
し
て

い
く
上
で
の
根
拠
と
な
り
、
地
元
の
方
々

へ
説
明
し
て
い
く
こ
と
で
事
業
へ
の
理
解

に
つ
な
が
り
ま
す
。

地
域
の
人
材
の
発
掘
と
活
動

の
ペ
ー
ス
を
大
切
に

「鍵」
その3

　

地
元
で
ホ
タ
ル
の
保
全
活
動
を
進
め
る

ホ
タ
ル
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
地

元
の
方
が
毎
晩
ホ
タ
ル
の
飛
翔
数
を
調
査

し
た
結
果
を
ま
と
め
た
「
鳥
川
の
ホ
タ
ル

飛
翔
数
」
の
ペ
ー
ジ
が
好
評
を
博
し
て
い

ま
す
。
各
種
情
報
誌
・
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の

取
材
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
が
好
循
環
と
な
っ

て
、
毎
年
約
３
万
人
の
観
光
客
が
市
内
や

名
古
屋
な
ど
か
ら
ホ
タ
ル
を
鑑
賞
に
や
っ

て
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
こ
の
活
動
の
推
進
に
は
、
市
内

に
ホ
タ
ル
の
生
態
に
詳
し
い
専
門
家
の
方

が
い
ら
し
た
こ
と
が
大
き
く
、
ホ
タ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
活
動
と
い
う
講
座
で
ホ
タ
ル
の

幼
虫
飼
育
法
な
ど
、
積
極
的
に
ホ
タ
ル
の

保
護
・
育
成
の
知
識
や
技
術
を
広
め
て
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
」
と
ホ
タ
ル
学
校
職
員

の
唐
澤
晋
平
氏
は
話
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
地
域
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
発
掘
も
成
功

の
鍵
と
な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
マ
ッ
プ
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

『
と
く
べ
つ
な
も
の
は
な
に
も
な
い　

で

も
、
た
い
せ
つ
な
も
の
は
す
べ
て
あ
る
』

を
大
切
に
し
つ
つ
、
地
域
の
ペ
ー
ス
で
活

動
を
進
め
な
が
ら
地
域
に
目
を
向
け
て
も

ら
う
努
力
を
続
け
、
少
し
ず
つ
人
の
輪
を

広
げ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
誠
実
な
取
組
に
よ
り
、
鳥

川
ホ
タ
ル
の
里
湧
水
群
は
環
境
省
の
平
成

の
名
水
百
選
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
鳥
川

住
民
の
誇
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

将
来
の
水
環
境
に
向
け
て 

想
い
を
一
つ
に

「鍵」
その1

　

乙
川
の
下
流
域
を
含
む
旧
岡
崎
市
で
は
、

都
市
へ
人
口
や
産
業
が
集
中
し
水
質
汚
濁

な
ど
が
生
じ
、
上
流
域
の
旧
額
田
町
は
山

林
の
荒
廃
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
環
境
の
悪
化
や
保
水
力
の
低
下
な

ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

旧
岡
崎
市
と
旧
額
田
町
の
合
併
を
機

に
、
身
の
回
り
の
「
水
」
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
と
そ
の

実
現
性
に
向
け
た
取
組
の
方
向
性
を
検

討
し
よ
う
と
、
２
０
０
６
年
４
月
に
「
岡

崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
」
の
検
討
が
開

始
し
、
２
０
０
８
年
３
月
に
「
岡
崎
市
水

を
守
り
育
む
条
例
」
と
と
も
に
プ
ラ
ン
が

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
合
併
後
の
庁
内
で
は
、

各
部
局
が
別
々
に
動
い
て
い
た
た
め
、
そ

れ
を
ま
と
め
よ
う
と
い
う
発
想
が
生
ま

れ
、
当
時
の
部
局
ト
ッ
プ
の
英
断
に
よ
り
、

２
０
０
８
年
８
月
に
「
岡
崎
市
水
循
環
推

進
協
議
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
庁
内
の
職
員
が
水
循
環

や
水
環
境
の
思
想
を
み
ん
な
で
理
解
す
る

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

検
討
委
員
会
に
部
長
、課
長
、班
長
と
い
っ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
人
が
携
わ
れ
る
常

時
部
会
と
し
て
、
乙
川
部
会
お
よ
び
行
政

部
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
主
任
、
主
査
ク
ラ
ス
の
若
手
職

員
を
中
心
と
し
た
「
水
循
環
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立
ち
上
げ
、
定
期

的
に
会
議
を
進
め
る
こ
と
で
、
将
来
の
水

環
境
、
水
循
環
行
政
を
担
う
人
材
の
育
成

に
も
着
手
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議
で
は
、

各
部
局
を
代
表
す
る
若
手
職
員
が
委
員
を

務
め
、
そ
の
職
員
が
中
心
と
な
っ
て
課
題

の
整
理
や
プ
ラ
ン
の
原
文
の
作
成
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
庁
内
関
係
者
の
相

互
理
解
が
深
ま
っ
た
中
で
、
２
０
２
０
年

に
向
け
た
次
期
プ
ラ
ン
改
定
に
着
手
す

る
こ
と
で
、
水
環
境
や
水
循
環
に
関
し
て
、

よ
り
深
い
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。取

組
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

と
な
る
科
学
デ
ー
タ

「鍵」
その2

　

２
０
１
５
年
に
「
岡
崎
市
水
循
環
推
進

協
議
会
」
に
対
し
て
「
水
量
」
に
関
す
る

施
策
の
再
構
築
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る

旨
の
諮
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
諮
問

に
対
す
る
答
申
を
検
討
す
る
た
め
、
同
協

議
会
に
東
京
大
学
の
蔵
治
光
一
郎
教
授
を

部
会
長
と
し
た
専
門
部
会
「
緑
の
ダ
ム
部

会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
山
が

荒
れ
て
い
る
、
河
川
の
流
量
が
少
な
い
と

い
っ
た
地
元
の
人
か
ら
の
声
で
し
た
。

　

こ
の
地
元
か
ら
の
声
に
応
え
る
た
め
に
、

森
林
整
備
が
水
源
か
ん
養
お
よ
び
雨
水
流

出
抑
制
な
ど
水
循
環
に
与
え
る
効
果
の
科

学
的
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、
水
循

環
影
響
調
査
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
必

要
性
を
答
申
に
盛
り
込
み
、
他
の
施
策
と

提言

水量を取り巻く現状 課題及び解決の方向性

実現するために……放置人工林における
水源かん養機能の向上

里山の保全

水源かん養
基金の創設

既存計画の
適切な運用と
見直し

地域の特性に
合わせた
森林整備

岡崎市水循環推進協議会「水量に関する答申」（概要）

間伐の推進森林の荒廃など

財源の確保

林業の振興

間伐・木材製品の利用促進

敷地境界及び
森林所有者の明確化

河川の水位が
減少傾向

洪水による被害
（2000年東海豪雨、2008年8月末豪雨）

森林保全の重要性の啓発

水循環影響調査
による

モニタリング

敷地境界及び
森林所有者の
明確化

啓発事業の強化

何をしていくべきか？

流域マネジメント、ここが「鍵」

❻学識経験者、各種団体の代表者、公募
した市民などから構成される水循環推進
協議会　
❼間伐体験事業「おと川リバーヘッド大
作戦」の様子

●❻

●❼

❽鳥川ホタルの里の夏を彩る幻想的なホタルの飛翔風景　❾鳥川ホタ
ルの里ふるさとマップの表紙に書かれている活動を継続する秘訣　�
活動の一環として行われているホタルに関する講座の実施状況 ●❽

●�

●❾

上
流
域
の
山
林
の
荒
廃
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

下
流
域
の
都
市
へ
の
人
口
や
産
業
の
集
中
に
よ
る
水

質
汚
濁
な
ど

次
期
プ
ラ
ン
改
定
へ
着
手

取組を継続

こ
れ
ま
で
の
取
組

２
０
０
６
年
の
上
流
の
旧
額
田
町
と
下
流
の
旧
岡
崎

市
の
合
併
を
契
機
に
、
水
環
境
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿

と
そ
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

2020 2010 2000 1970

流
域
水
循
環
計
画
に
認
定

2017.1

岡
崎
市
水
を
守
り
育
む
条
例
制
定

岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
策
定

2008.3
岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
検
討
開
始

2006.4

水
循
環
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足

2011.10

岡
崎
市
水
循
環
推
進
協
議
会
発
足

2008.8

緑
の
ダ
ム
部
会
を
設
立

2015.6

旧
岡
崎
市
と
旧
額
田
町
の
合
併

2006.1
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み
ん
な
で
参
加
す
る「
行
動
す

る
乙
川
サ
ミ
ッ
ト
」

注目1

　

水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
で
の
目
標
達
成
に
向

け
て
「
乙
川
サ
ミ
ッ
ト
」
を
設
立
・
開
催
。

参
加
団
体
の
活
動
報
告
や
意
見
交
換
を
毎

年
行
っ
て
い
ま
す
。
相
互
の
連
携
を
深
め

る
た
め
に
年
３
～
４
回
の
会
議
を
行
う
中

で
、
み
ん
な
で
連
携
し
た
活
動
を
し
た
い

と
の
意
見
が
あ
り
、『
行
動
す
る
乙
川
サ

ミ
ッ
ト
』
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

竹
林
伐
採
、
森
林
間
伐
、
河
川
清
掃
な

ど
、
民
間
団
体
が
別
々
に
や
っ
て
い
た
こ

と
を
一
緒
に
実
施
す
る
た
め
に
、
行
政
の

声
が
け
や
事
務
的
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
行
政

も
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と
が
上
下
流
交
流

の
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

森
と
地
域
経
済
を 

元
気
に
す
る
活
動

注目2
　

岡
崎
市
の
森
を
元
気
に
す
る
活
動
に

「
額
田
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
間
伐
し
た
木
材
を
通
常

よ
り
少
し
高
く
買
い
取
る
こ
と
で
森
林
整

備
を
促
進
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

森
の
駅
で
は
、
木
材
の
買
取
代
金
を
現

金
で
な
く
地
域
通
貨
「
森
の
健
康
券
」
で

支
払
い
ま
す
。
山
の
恵
み
が
通
貨
と
な
っ

て
地
元
の
商
店
を
め
ぐ
る
こ
と
で
地
域
経

済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
日
新
聞
で
も
地
元
小
学
校
で

実
施
し
た
木
の
駅
の
体
験
の
様
子
が
紹
介

さ
れ
る
な
ど
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
も

注
目
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

市
民
が
主
体
と
な
る 

お
と
が
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

注目3
　
「
お
と
が
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は
、
乙

川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
整
備
計
画
を
親

し
み
や
す
く
し
た
別
称
で
す
。
岡
崎
市
と

市
民
の
連
携
に
よ
る
推
進
体
制
の
構
築
を

図
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
市
民

側
か
ら
提
案
を
行
う
こ
と
で
、
市
民
や
民

間
事
業
者
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
市
民
有
志
が
「
か
わ
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
分

か
れ
、
ま
ち
の
課
題
を
抽
出
し
、
専
門
家

や
行
政
も
交
え
て
そ
れ
ら
を
解
決
す
る
事

業
計
画
を
練
り
、
市
長
へ
提
案
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
提
案
さ
れ
民
間
主
導

で
実
現
を
図
る
事
業
が
先
導
的
事
業
で
す
。

　

そ
の
事
業
の
一
つ
に
、
乙
川
を
「
わ
！

楽
し
い
！
」
が
つ
ま
っ
た
場
所
に
変
え
る

水
辺
空
間
活
用
の
実
験
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
お
と
が
ワ
！
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
が
あ
り

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
内
容
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
岡
崎
ま
ち
育
て
セ
ン
タ
ー
・
り
た

が
運
営
す
る
Ｈ
Ｐ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
お
と
が
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

お
い
て
、
乙
川
を
中
心
と
し
た
地
域
の
交

流
・
活
動
の
た
め
の
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
企
画
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

�市民協働事業「菅生川草刈一斉清掃」の様子

●�

�地域通貨として利用されている「森の健康券　
1,000mori」

●�

●��愛知県岡崎市「2017.07.07おとがワ！ンダーランドに
乾杯」�おとがワ！ンダーランドの「殿橋テラス」の様子

●�

岡崎市の、ここにも「注目」
「
名
水
百
選
」
選
抜
総
選
挙�

「
秘
境
地
と
し
て
す
ば
ら
し
い
名
水
」�

部
門
１
位
獲
得
！

　

２
０
１
６
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
環

境
省
「
名
水
百
選
」
選
抜
総
選
挙
の
中
で
、

観
光
地
部
門
、
景
観
部
門
、
秘
境
地
部
門
、

お
い
し
さ
部
門
の
４
部
門
で
行
わ
れ
た
国

民
投
票
の
結
果
、
見
事
、「
鳥
川
ホ
タ
ル
の

里
湧
水
群
」
が
秘
境
地
部
門
の
第
１
位
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

鳥
川
の
名
水
は
水
汲
み
場
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
水
を
汲
む
人
が
絶
え
な
い
延
命

水
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
学
校
の
来
館
者
数
が�

開
校
以
来
最
多
に

　

ホ
タ
ル
学
校
の
来
館
者
数
は
、
開
校
以

来
、
年
間
概
ね
１
万
人
前
後
を
推
移
し
て

き
ま
し
た
が
、
名
水
百
選
１
位
獲
得
後
の

２
０
１
６
年
度
に
は
、
年
間
で
１
・
４
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
鳥
川
ホ
タ
ル
の
里
湧

水
群
の
知
名
度
が
上
が
り
、
市
内
や
中
京

圏
以
外
に
も
、
首
都
圏
や
近
畿
圏
か
ら
の

来
館
者
も
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

活動の�
成　果

ホタル学校の取組で�
心がけていることはありますか？
イベントの実施にあたって、地域の住民の
方やホタル保存会との連携、市内の活動の
サポート、市外のネットワークの構築が重
要と考えています。
また、鳥川ホタルの里にホタルを見に来て
いただいた方には、ホタルを鑑賞するばか
りではなく、環境や生態系の考え方、自然
と普段の生活のつながりなどを勉強、意識
していただけるように心がけています。

取組の中で、アピールする点、手ごた
えを感じている点は何ですか？
地元の鳥川ホタル保存会では、ホタルシー
ズンやイベント時には、地元産の「ホタル
米」、「とっかわ産木炭」を販売しています。
地元の地道な活動により、リピーターや鳥
川ファンが着実に増えているのを感じてい
ます。

学校の運営で
苦労されている点は何ですか？
苦労している点は、自然相手、生き物相手
なので、予測ができないことです。
例えば、ホタルの幼虫の放流式に必要な数
の幼虫が上手く育たない、ホタル祭りの時
期にホタルが飛んでない、イベント時が雨
天だったということがよくあります。
自然相手、生き物相手なので、そういうも
のだと思っています。

今後の活動の抱負を�
聞かせてください。
岡崎市の豊かな自然をもっと多くの人に
知ってほしい。
そのために、小学校の環境教室や森林環境
教育の取組を広げ、岡崎市の将来を担う次
の世代につなげていきたいし、鳥川で地道
にやってきたことを、今のペースで続け、
地域の輪を広げていきたい。

［将来を担う若きリーダー］
額田木の駅プロジェクト 事務局長

唐
か ら

澤
さ わ

 晋
し ん

平
ぺ い

さん

 略歴 　額田木の駅プロジェクト事務局長のかた
わら、市の嘱託員として 2015 年よりホタル学校
の運営に携わる。市内のさまざまなイベントや環
境学習等の活動において中心的な役割を果たし
ている。

Key�
Person

ホタルシーズンのホタルまつりの様子

人

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

年

来館
者数
UP

10,986

2012

10,062

2013

9,594

2014

11,230

2015

14,892

2016

ホタル学校来館者数

鳥川湧水群「延命水」


